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プラン名称 さあ行こう『ゆかた～んシップ』で、幸福の土地北陸へ

リーダー名 井野将暉
テーマ

※選択したテーマに○をつけてください。
（ ）①北陸の文化振興を促す「観光まちづくり」
（ 〇 ）②北陸ならではの資源を活かした「観光まちづくり」

本選出場
【第2位優秀賞】

指導教職員名 伊藤清道

メンバー名 水野咲良、加藤美季、鬼頭未有、水野紗稀、野垣貴大、玉谷優弥、栗田満香、岩瀬駿

北陸企業の成長には県外からの
大学新卒者獲得増が不可欠

1､問題意識

1）人口減少の中、全国レベルで求人難が進行
2）北陸の学生の地元志向
は高い、のに、

3）北陸では、既に求人難

北陸 全国

地元就職希望% ６０ ５３

北陸 全国

有効求人倍率 1.86 1.59

出典：ﾏｲﾅﾋﾞ、2015年3月卒業生調査 出典：総務省、2017年末

2､北陸企業の現状と対策の方向

北陸企業のよさは体感しないと理解し難い

→現地での就活が県外学生獲得の鍵

1）北陸には、結構たくさん

中堅企業がある。行ってみると
オフィスも立派

2）現地調査で実感した「地道な

努力が評価される企業文化」＝
こんな会社で働いてみたいと、本
当に思った

3）近郊にレジャー施設が豊富
→ 週末にリフレッシュして、月~
金は頑張るライフスタイルに最適

3､大学生のﾆｰｽﾞ

4､北陸のﾘｿﾞｰﾄﾊﾞｲﾄ

ﾘｿﾞｰﾄの多い北陸に
は、既に多くの学生
がﾘｿﾞﾊﾞで訪れている

5､私たちの提案

6､提案の新規性

・リゾートバイト、インターンという全く無縁に感じ
る二つのアクティビティを集約することにより、北
陸企業に県外からの大卒新卒者獲得をすること

・県外の学生に北陸の良さを口で説明するだけ
でなく、実際に体感してもらうことの重要性に着
目したこと

・若者の力で北陸がより活気あふれる街になる

・北陸企業に県外からの大卒新卒獲得が増える
→当初目標２０名

・企業側が経験を積むことにより、県外学生獲得
のノウハウを身につけることができる

7､提案の効果

企業支援で、条件をよくす
ればさらに増加も可能

ﾘｿﾞｰﾄﾊﾞｲﾄとｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟを組合せ、3つの「したい」を実現すればいいじゃん！

「ゆかた～んシップ」
1）基本日程

2）運営形態

大学2＆3年生の長期休暇：

旅もしたい！ﾊﾞｲﾄもした
い！インターンもした

い！三つの『した
い！』が存在する
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学生の選別・ﾊﾞｲﾄ先&日程調整
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営
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＊：企業規模に応じた支払いも検討★：補助金は雇用条件の改善に活用し応募学生増につなげる

（学）集中的にお金稼ぎができる
［企］バイトでの評価も旅館から伝達→採用の手がかりに
〈旅〉繁忙期に人手不足解消

アルバイト 20日

（学）面接等のリアルな就活体験をしたい ゆ
か
た
～
ん
シ
ッ
プ

企業説明会＋模擬面接 １日

（学）会議室詰めのインターンシップにはうんざり
［企］企業文化の良さを肌で感じ、知って欲しい

就業体験 ３日

（学）最初は、堅苦しくない就活大歓迎
［企］学生にはしばしば騙される。本当の姿を知りたい

ゆかたで懇談会 １日

［企］北陸のリゾートを楽しみ、住み易さを実感してほしい 観光 ５日

→宿泊施設の人手不足
解消にもなる


